
沿道地域の浮遊粉じん等に関する調査研究

成田理 斉藤学 佐々木誠＊

1 はじめに

沿道地域における大気汚染物質として、ス

パイクタイヤ使用に伴う粉じんがある。平成

2年6月に「スパイクタイヤ粉じんの発生の

防止に関する法律」が制定されたことに伴い、

今後はスタッドレスタイヤ等への移行が進み、

道路粉じんの状況が質的、量的に変化するも

のと考えられる。

今年度は、これまで継続調査を実施してい

る地点において、スタッドレスタイヤヘの移

行期間における浮遊粉じん等の濃度変化、成

分濃度変化について調査を行ったので、その

結果を報告する。

2 調査方法

2. 1 調査地点

調査地点は図ー 1及び図ー 2の地点で、そ

の概要は表ー 1のとおりである。

2. 2 胴査時期及び調査内容

調査は、スパイクタイヤ非装着期の平成 2

表ー 1 調査地点の概要

年11月及ぴ装着期の平成2年12月、平成3年

1月、 3月の計4回実施した。

非装着期調査 11月26日～12月1日

装着期調査 12月17日～21日

1月21日～25日

3月11日～16日

調査内容は、表ー 2のとおりである。ハイ

ポリウムエアーサンプラーは、 1試料につき

24時間 (10時から翌日10時まで）採取した。

ローポリウムエアーサンプラーは、期間中 4

日または5日間連続で採取した。

2. 3 分析方法

2. 3. 1 ベンゼン抽出物質量

ソックスレー抽出法1)により行った。

2. 3. 2 金属成分濃度

硝酸、過酸化水素法により分解し原子吸光

法で定量した。

地 調住地点名 設楢位置の状況 面 す る 道 路 の 状 況
‘L’I’— 』‘ 

道叫路繹蝠(かmら) の地高上さか(mらl 澁姿 （台碍墨h)
N(). 地 点名 略称 設置面 路線名 舗装状況

1 茨島自動卓排出ガス測定局 茨島 局舎ヒ 5 2.5 国道 7号線 4 アスファルト 27,576 

2 環境技術センター ii.桃(0m) 地上（芝生） 2 

゜
国道 7号線 4 アスファルト 36,962 

3 環税技術センター 八橋（50m) 地上（芝生） 50 

゜注 交通址は平成2年度道路交通センサスによる。

※現環境保全課
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図ー1 調査地点(1)
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図ー2 調査地点(2)

表ー 2 調査内容

調裔項 目 使用機脅f 分枡項目

ハイボリウムニアーサンプラー 粋追粉じん濃度
浮遊粉じん （ら訊：石英徴噌ろ紙巧OOQAS I ヘンゼン袖出物質濃度

金属成分濃度(Fe,Mn,Al,Ca,Zn)
l ^ 

ロー，ドリウムエアーサンプラー

浮遊粒子状物質 （ろ紙：ハイボリウムエアー 浮遊粒子状物質濃度

サンプラーと同じ）

3 気象概況

調査期間中の気象概況2)を表ー 3に示す。

スペイクタイヤ非装着期の11月は、期間中平

年より気温も高く一時雨もあったが、全般的

に晴天のl」が多かった。装着其月の12月は、前半

に降雪があり、また、後半は雪が雨に変わって

跨面は湿潤状態の日か多かった。スハイクタ

イヤの装着率は、 49.8％であった。 1月は、

半年より雪が少なく、期間中 6~7cmの積雪

はあったが路面には雪がなく前半乾燥状態、

後半2~3 cmの降雪で湿潤状臨に変わった。

スパイクタイヤの装着率は、 74.9％であった。

3月は、前半積貨がなく乾燥状油だったが、後

平 7cmの降雪で路面は湿潤状態に変わった。

スパイクタイヤ装着率は、 78.4％であった。

4 調査結果及び考察

4. 1 浮遊粉じん濃度

各調査地点にお｛ナる浮遊粉しん濃度の測定

結果は表ー 4及び図ー 3のとおりである。浮

遊粉じん濃度の間凋平釣伯は、茨島地点及ぴ八

橋Om地点でスパイクタイヤの非装着期の11

月力ゞ 105~135μg/i予、翌行期の12月、 1月、 3

月が331~1134μg/mた装着期が約 3~ 8倍

高くなっている。

図ー 4、図ー 5に各月ごとの茨島地点及び

八橋0111地点のげ遊粉しん濃度の期側半肉値

の経年変化3~10)を示す。スパイクタイヤ非装

着期の11月は年度1こよる変動か少ないか、装

着期の12月、 1月、 3月は、路面の積雪状態

及び乾湿の状況て年度によって大きく変動し

て＼ヽる。浮遊粉どん濃度は、路佃が雪で覆わ

れる 1月に低くなる傾向にあるか、本年度の
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表ー 3 調査期間中の気象概況及びスパイクタイヤ装着率

こ 目 平り気温
℃) 降水(mm量) 

降雪(cm深)さ 梢雪(cm贔) 路面状況 装スパ着イク率タ（イ％ヤ） 

26~27日 10.2 3.5 

27~28日 8.3 

11月 28~29日 10.6 

29~30日 10.7 

30~ 1日 13.2 2.5 
l ．． 

17~18日 0.8 3.5 3 5 湿潤

18~19日 2.6 0.0 l 3 乾燥のち湿潤
12月 49.8 
19~20 IJ 2.6 3.5 （） 

゜
湿潤のち乾燥

20~21日 3.6 0.0 

゜
乾燥

2l~22日 3.2 0.0 7 競燥

22~23日 1.0 1.5 3 6 j：も燥のち湿il'il
1月 74.9 
23~24日 --1.:l 1.5 2 7 櫂潤

24~25日 0.9 0.5 

゜
6 湿潤

11~12 Fl 2.5 0.0 

゜
乾燥

12~13卜I 2.8 1.0 （） 乾燥ーII、}湿憫

3月 13~ 14日 0.9 2.0 

゜
湿il','I一時乾燥 78.4 

l4~15日 -1.5 2.5 7 6 湿澗

l5~16 |] -1. 3 0.5 1 2 湿潤

表ー 4 浮遊粉じん濃度の測定結果
（単位μ g/m3) 

こ予―l 11 月 12 月 1 月 3 月

茨 , "9 9 ' J 
105 331 455 512 
(42~160) (55~484) (98~1057) (103~952) 

八僑 (0m) 135 676 1134 816 
(48~182) (148~1023) (151~2885) (287~1651) 

八橋（50m) 48 144 156 137 
(27~61) (52~244) (50~398) (50~329) 

期問平均値
（ ）内は最帆値～蔽高値
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図ー4 茨島地点における浮遊粉じん濃度の
期聞平均値の経年変化

（言言：二雷竺；いつ、また61• 62年の）

゜57 58 59 60 61 62 63 元 2（年品）
図 5 八橋Om地点における浮遊粉じん濃

度の期間平均仙の経年変化
(57、59年の11月データは 9月分のデータ、また61• 62年の）
llJJデータは10月分のデータを使用

゜26~27 28~29 30~1 17~18 19~20 21~22 23~24 11~12 13~14 15~16 27~28 29~30 18~19 20~21 22~23 24~25 12~13 14~15 
11月 12月 1月 3月

図ー6 浮遊粉じん濃度の日変化

調査では 1月の調蓋期間中栢雪が少なく、路

面に雪がなかったことから、八橋Om地点で

は3月より 1月に高い値を示した。図ー 6に

浮遊粉じん濃度のH変化を示す。非装着期の

1 1月は、浮遊粉じん濃）文も低く変動も少なく

なっているが、装着期は濃度も高く変動輻も

大きくなっている。 1月の八橋Om地点では、

1月21~22Uに最高値を示し、その後徐々に

低くなって24~25日に最低値を示しているが、

その差は2734μg/I田と非常に大きくなってい

る。 1月21~22日は、降雪がなく路訓は乾燥

状態であったため、路上堆積物等が飛散しや

すい状態になり、浮遊粉じん濃度の増大につ

ながったもので、その後の22Rの3cm、23日

の2cmの降雪で路面が湿潤状態に変り路上堆

禎物等の飛散が抑えられ浮遊粉じんの濃度が

低くなったものと考えられる。

道路端からの距離と濃度の関係についてみ

ると、図ー 3に示すとおり、スパイクタイヤ

装着期の浮近粉じん濃）文が、八檎Om地点と八

橋50m地点では50m地点が約 1/7~1/3

になっていることから、距離による減衰か大

きいことが分かる。

4. 2 浮遊粒子状物質濃度

各調街地点における評遊粒子状物四濃度の

測定結果は、表ー 5及び図ー 7のとおりであ
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表ー 5 浮遊粒子状物質濃度の測定結果

ふ溶＼～月 11 月 12 月 1 月 3 月

茨 島 27 60 87 113 

八橋 (0m) 18 126 183 148 

八橋 (50m) 12 47 40 37 

（単位μ g/m') 

表ー 6 浮遊粉じん中のベンゼン抽出物質濃度及び含有率

l:  

11月 12月 1月 3月

喝／m'% μg /m'%  μg /m'%  喝／m'%
!,  --'^,-. • 

1.4 1.3 4.7 1.4 5.9 1.3 7.7 1.5 
茨 島 (0.1~ (0.3~ (1.0~ (0.3~ (2.0~ (1. 2~ (2.8~ (1.3~ 

2.3) 1. 4) 7.0) 7.4) 12.8) 2.0) 13.2) 2.7) 

2.6 1. 9 11.4 1.7 16.0 1.4 12.2 1.5 
八橋(0m) (1. 2~ (1.6~ (2.6~ (1.6~ (2.4~ (1.3~ (5.1~ (1. 2~ 

3.8) 2.5) 16.7) 1.8) 40.7) 1.6) 22.8) 2.0) 

0.7 1. 5 2.3 1.6 2.0 1.3 2.6 1. 9 
八橋(50m) (0.5~ (1. 2~ (ND~ (ND~ (1.0~ (1.0~ (0.8~ (1. 5~ 

1.1) 2.1) 3.9) 1.6) 4.6) 2.0) 5.7) 2.4) 

期間平均値（ ）は最低値～最高値
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図ー7 浮遊粒子状物質樅疫の経月変化

る。各地点とも図ー 3に示した浮追粉じん濃

度と同様な惟移になっており、茨島地点及び

八橋Om地点ではスパイクタイヤ非装着期が

18~27μg/m尺装着期か60~l83μg/mた装着

期が約 2~10倍高くなっている。また、スパ

イクタイヤ装着期の茨島地点と八橋Om地点

の浮遊粉じん濃度及び浮遊粒了状物質濃度を

比校してみると、浮遊粒子状物質濃度の占め

る割合が約16~22％と少なく、 lOμm以上の

判大粒子が多いことが分かる。このことから

も前述の浮遊粉じん濃度が距離による減衰が

大きいということが推察できる。浮遊粒子状

物質も図ー 7に示すとおり浮遊粉じん同様に

距離による減衰はあるが、八橋50m地点で浮

遊粒子状物質が約25~32％占めていること、

また、濃度か約 1/4~1/3になっている

ことから、減衰が浮遊粉じん濃度ほど大きく

なっていない。

4. 3 浮遊粉しん中のベンゼン抽出物質

各調杏地点における浮遊粉じん中のベンゼ

ン抽出物質湿度の分析結果は表ー 6、図ー 8

のとおりである。また、図ー 9に八橋Om地点
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図ー9 八橋Om地点における浮遊粉じん中
のベンゼン抽出物質濃度の経年変化
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図ー10 詐遊粉じん中のベンゼン抽出物質含
布率の経月変化

でこれまで分析を行った年度の各月ごとのベ

ンゼン抽出物質濃度の期IM-J平均値の経年変

化3,4,6)を示す。浮遊粉じん濃度と同様に各年

度によって変動しており、一定の傾向がみら

れない。本年度は、茨島地点及び八橋Om地点

で非装着期の11月が1.4~2.6μg/m尺装着期

が4.7~16.0μg/m3と装着期が約 3~ 6倍高

くなっており、浮遊粉じん濃度と同様に装着

期が高く、アスファルト粉じんによる影響が

みられる。また、道路端からの距離と濃度の

関係をみると、スパイクタイヤ装芯期で八橋

50m地点では八橋Om地点の濃度と比べ約 1

/8~1/5になっており、浮遊粉じん濃度

と同様距離による減衰がみられる。また、図一

10に浮遊粉じん中のベンゼン抽出物質の含有

率を示す。非装許期、装着期とも、各地点で

ほぼ一定の割合で存在している。

4. 4 浮遊粉じん中の金属成分

浮遊粉じん中の金属成分濃度としてFe、

Mn、Al、Ca、Znについて分析を行った。各

調香地点における金属成分濃度の分析結果は

表ー 7、図ー11-1 ~ 5のとおりである。ま

た、図ー12-1 ~ 5に八橋Om地点でこれま

で分析を行った年度の各月ごとの金属成分濃

度の経年変化3,4,6)を示す。各年度ともおおむ

ねスパイクタイヤ装着期に高く、非装着期に低

くなっている。本年度は、各金属成分濃度と

も茨島地点及び八橋Om地点で卦装着期より

装着期のほうが高くなっているが、その中で

特にCaが約 6~13倍と他の金属成分と比べ

大きく増加している。また、図ー13-1 ~ 5 

に浮遊粉じん中の金属成分の含有率を示す。

Fe、Mn、Alについては、全地点で非装着期、

装着期ともベンゼン抽出物質の含有率と同様

にはは‘一定の含イi率を示しているが、 Caは、

非装着明に低く装着期に約2倍高い傾向を示

した。表ー 8に新潟県の調査による道路粉じ

んの諸発生源試料の多几索分析結果11)を示した

が、これによると、 Fe、Al、Znについては、

アスファルト舗装材及び土壌中とも含有率が

ほほ一致するが、 Caはt壌中よりアスファル

卜舗装材中のほうが約3倍高い含有率を示し

ている。このことから、 Caが非装着期に低く

装着期に高いのは、アスファルト舗装材に含

まれているCaがアスファルト舗装材の摩耗

とともに増加したものと椎察される。
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表ー 7 舒遊粉じん中の金属成分濃度及ぴ合有率

Fe Mn I Al Ca Zn 
地点名l月

ug /m' りong m’% μg m叶％ μg /m;I % μg /m' 

11 2. 1 9 2.1 85 0.08 1. 35 1 1. 3 2.68 2.5 0.40 

12 7.20 2.2 208 52 
―汐’十＜一 島トー— -- I 

1 5.42 1.2 I 275 99 

n 55 I o.4 

八稿I 12 14.1 I 2.1: 316 I ! I I 

(Om) 1 I 11.31 1.01 498 0.04 16.5, 1.:5 42.8 

3 9.18 1.1 412 0.05 12.2 1. 5 33.9 4. 2 0.66 0.1 

1 1 0.88 1.8 25 0.05 0.63 1. 3 1. 26 2.6 0.15 0.3 

八橋□ ! 3 

2.79 1. 9 81 0.06 ~o口 7.02 4.9 0.20 0.1 
(50m) 

3.23 2.1 83 0.051 2.53 1. 6 • I王-5.．52_2J  -9 -I 4.2 0. 2 5 | 0. 2 
2.59 1. 9 74 0 05 1. 82 1. 3 3. 9 0.17 0.1 

期間平均1直

表ー 8 新潟屎における道路粉しん諸発庄祁註式刈の多元系分枡結果

苑生諒 ＼、＼

元素 I Fe M nI Al I C a 
(μg / g) 

Zn 

アスファルト <B() __ _L__ 
アスファルト舗装材 | 17000 

lrl動車排気粉じん 540冨□
タイヤトレッド 1 <4()() 

く2 30 く3()() く3

41000 26000 

200 6200 
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40 

0

0

 

0
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S
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〇

り

〇

り
8

-

6

 

4
 

スハイクタイヤ 11]6001)() 4900 <73()り く、1800

路面標示ペイント | 2400 

::L三壌平均値 I1sooo 
1700 I 170000 I 120 

50000 I 7900 I 140 

1) 自勁屯排気粉じんはガソリン車とディーゼル車の平均値
2) タイヤスハイクは「チップ」 「ンャンク」 「マカロ.;::.型」の平均伯
3)踪面椋示ヘイントは白色と直し色しT)平l勺1伯
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5. まとめ

(1)浮遊粉じん濃度は、スパイクタイヤ装着期

が非装着期と比べ約3~ 8倍高くなってい

る。

(2)浮遊粒子状物質濃度は、浮遊粉じん濃度と

同様に装着期が約2~ 8倍高くなっている。

(3)浮遊粉じん中の浮遊粒子状物質が占める割

合は、約16~22％でlOμm以上の粗大粒子

が多いことが分かった。

(4)浮遊粉じん濃度は、天候及び路面の乾湿の

状態に大きく彩聘されており、乾燥状態で

は浮遊粉じん濃度が高く、湿潤状態では低

くなっている。

(5)浮遊粉じん中のベンゼン抽出物質濃度及び

金屈成分濃度についても同様に装着期が高

くなっている。

(6)浮遊粉じん中のCa含有率は、非装着期に低

く装着期に約 2倍高くなっている。

今年度は、スパイクタイヤ使用禁止に向か

う移行期間中の調杏であったが、スパイクタ

イヤ装沿率が3月で78.4％と依然として高く、

スパイクタイヤによる影響が認められた。
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